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１．研究計画の概要 
 照葉樹林は自然性によって照葉原生林，照
葉自然林，照葉半自然林（照葉型里山林），
照葉人工林に区分される。照葉型の樹林の中
でもっとも広い面積を占める照葉型里山林
の保全はたいへん重要であるが，本樹林の調
査は十分進められていない。九州，沖縄等に
広く分布する照葉型里山林の種多様性，種組
成について保全生態学的な視点から調査を
行う。 
 
２．研究の進捗状況 
 2008年より 2010年にかけて宮崎県北部地
域，宮崎県南部地域，鹿児島県奄美大島，鹿
児島県種子島，沖縄県石垣島，沖縄県与那国
島等の照葉型里山林の調査を行い，各地域に
おける照葉型里山林の特徴を照葉原生林と
比較して明らかにしてきた。 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
 主要な照葉型里山林の調査はほぼ終了し，
各地域別の照葉型里山林の種多様性，・種組
成の現状は明らかとなり，現状把握の部分に
ついては目的を達成した。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 調査が不十分な地点の追加調査を行った
後，各地域の照葉型里山林の比較・検討を行
い，国内の照葉型里山林の現状と照葉型里山
林の生物多様性保全方法をまとめる。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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